
「世界の人と話そう」開催中です！ 

「世界の人と話そう」プログラムを開催しています。 

2025 年から始まった新しい行事で、広島の外国人

をゲストに国際コミュニケーションを体験するもの。

2025.11 月、2026 年 2 月、同 5 月と 3 カ月ごと

に開催する予定。みなさんぜひ一度ご参加ください。

募集情報はＨＰでお知らせします。 

 8/24 の様子をご紹介します。初回なので長編です。 

 

■8/24（日）に世界の人と話そう開催状況 

広島ユネスコ協会初の国際コミュニケーションプ

ログラム。広島市中央公民館に、外国人３人のゲス

トと参加者・スタッフ総勢 36 人が集まり、会話にチ

ャレンジしました。 

ゲストは、アメリカのバレンシア・ウイリアムズ

さん、中国の曽憲忠さん、カナダのポーリーン・ボ

ールドウィンさん。３グループに分かれて３回のセ

ッションでゲスト全員とお話ししました。１人の持

ち時間は長くはありませんが、いろんな参加者の対

話をたくさん聞きました。 

外国人が増えた広島で、どう話したらいいのか、

どう接してほしいのか、役立つヒントがたくさんあ

りました。英語に自信がなくても話してみようとい

う気持ちが大切なこともわかりました。 

お知らせなどご協力くださった皆さん、ありがと

うございました。 

 

■参加者アンケート 

回答 18 枚は、「満足」17 人「記入無し」1 人、

「年齢 65 未満」9 人「65 以上」6 人「不明」3 人、

「次もぜひ参加」14 人「時間があれば」4 人でした。 

 

■参加者の声 

○今日はとても楽しい時間を過ごすことができまし

た。ありがとうございます。今度はぜひ英語圏以外

の方とも話をしてみたいです。よろしくお願いしま

す。 60 代女性 

○参加できて楽しかったです。アウトプットの大切

さを学びました。たくさんアウトプットして話せる

ようになりたいと思いました。ありがとうございま

した。 60 代女性 

○普段英語を話せる機会があまりなく、このような

イベントは良い経験になるのでぜひ 続けて欲しいで

す。日本語を話せる講師の方だったので、失敗を恐

れずに英語でチャレンジをすることができました！ 

10 代女性 

○ゲストの皆さんは日本での経験が豊かで、私たち

が外国人の方たちに接する時に感じる緊張感が、実

は日本人の謙虚さや受け身的な態度に根ざしている

ことを指摘してくださいました。失敗を恐れずにア

ウトプットすることに慣れることで世界中の人と友

達になれると勇気づけられました。 70 代男性 

○思ってた以上楽しかったです。 70 代女性 

○話しかけるきっかけ ”Do you live in town?" を

使って外国の方と交流してみたいと思いました。外

国人支援センターや留学生会館の情報、同じグルー

プの方からは日本語教師のことなどいろいろな情報

も得られました。何より 3 人のゲストの先生方が素

晴らしくて、とても楽しく学ぶことができました。 

70 代女性 

○最初は緊張しましたが、ゲストの方の誘導もよく

リラックスして楽しめました。また、同じグループ

の方がなぜこのイベントに参加したのかの理由も聞

けて楽しかったです。反省しているのは、事前に少

しでも中国語をインプットしておけばよかったです。

一言でも口から出れば、ゲストの話ももっと広がっ

たかなと思います。 女性  

 

■ゲスト・協力者のコメント 

○曽憲忠さん（中国） 

昨日本当に有意義な時間を送らせていただき､あり

がとうございました。貴会の活躍は昔から聞いてい

ました。当時の北川会長とも何回か一緒に活動させ

ていただいたこともあります。貴会は長期にわかり､

こうした国際交流活動により､日本の多文化共生社会

の構築に多大な貢献をされたことを感謝しておりま

す。平和都市の広島が特にこのような活動やイベン

トが必要だと思います。交流・理解・共感こそ真の

世界平和に繋がりますから､是非これからもこのよう

な交流活動を続けてください。今後とも全力の応援

をさせていただきます。よろしくお願いします。 

 一般社団法人外国人支援センター 

代表 曽 憲忠 



 

○ポーリーン・ボールドウィンさん（カナダ） 

８月２４日の「世界の人と話そう」にお誘いいた

だき、ありがとうございました。参加者のみなさん

も分け隔たりなく「自分も世界の一員」という意識

を持たれていらっしゃるから心地よく、温かい雰囲

気に包まれました。「コミュニケーションは笑顔から」

という私の想いもしっかり伝わったと感じました。 

英語力に関してはもっと自信を持っていただきた

いと思いました。片言でも、多くの海外からの旅行

者の日本語力よりは優れていらっしゃいますから。

遠慮なく、堂々とお話しして欲しいです。そして、

海外の人たちのことを聞くのも良いすが、その前に

日本のいろんな素晴らしい面々を共有してください。

広島の文化や歴史についても教えて、Do you have 

festivals like this in your country? Do people in 

your area enjoy baseball as much as those of 

us in Hiroshima do? と、会話を膨らませてくださ

い。 

そこで委員会の皆さんに一つ提案です。「世界の人

と話そう」の企画の中で、海外の人に広島や日本の

ことを参加者の皆さんが教える、という場面があっ

たらいいと思います。広島に住んでいる人も知らな

いことがいっぱいあると思います。例えば、紙屋町

など城下町特有の町名や、観音ネギの歴史、なぜ広

島のサッカーはドイツのスタイルか、等々。広島の

お好み焼きを、そのルーツを語りながら一緒に作る

会があっても楽しそうですね！ 可能性をいっぱい

想像しました。 

今回は時間がアッ！という間に過ぎてしまいまし

た。もっと、もっとお一人、お一人とお話がしたい

と思いました。またどこかで見かけられました時に

は、是非お声かけください。よろしくお願いいたし

ます！ 

Until we meet again, Pauline 

 

○ゲスト紹介協力者（匿名） 

イベント企画、皆さんで多くの時間を費やして議

論なさったと思います。参加者の皆様もとても楽し

める 楽しい形に仕上がっていたと感じました。 

ゲストと参加者のグループの対話時間が、もっと

長ければいいと思います。 

バレンシアさんも言及なさっていましたが、今後、

職場で働いている外国の方をゲストとしてお迎えし

て、日常生活での文化摩擦、学ぶこと、驚いたこと、

感心したことなど話していただけると、とても参考

になると思います。 

 ネパール、インドネシア、ブラジル、ベトナムな

ど…。この言語のボランティア通訳の方もいらっし

ゃるのではないでしょうか。 

 

 

■写真 

 

挨拶 松岡会長とゲストの皆さん 

 

 

アイスブレークのコント 阿部さんと SHG 劇団 

 

 

バレンシア ウイリアムズさん（中央） 



 

曽憲忠さん（右） 

 

 

セッションの様子 

 

 

ポーリーン ボールドウインさん（左）と浜井さん 

 

 

最後にみんなで記念撮影 

 

 

 


